









Studies in Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education
創刊号発刊によせて
この度 『母語 ・継 承語 ・バイ リンガル教 育(MHB)研 究』創刊号 が発刊 の運
び とな った ことは、誠 に悦ば しい限 りです。
振 り返 ってみます と、「母語 ・継 承語 ・バイ リンガル教育研究会」が正式 に歩
み出 したのは、2003年8,月8日で した。引 き続 き同年第一回(8月9日)、 第
二回(11,月28日)、2004年 に第三 回(2月14日)、 第 四回(8月8日)、
第五回(11月27日)と 、わずか2年 の間に精力 的な活動 を重 ねて きま した。
研 究会、 ワー クシ ョップ 、夏の大会 と会 の形 式 もバ ラエテ ィー に富み、討議 さ
れ た内容 も多岐にわた ります。これまで取 り上 げたテーマ を挙 げると、「母語 は
ど う後退す るか」、 「継承 日本語児童 の読みの ミスキュー分析 」、 「両方の言葉の
力が弱い子 どもに対す る対処 の仕方 」(第一回 「母語 ・継承語 を考 える会」)、「母
語 ・継 承語 の語彙」、 「JSLバン ドスケールの使い方 一こどもの 日本語能力 を何
のため にど う測 るか一」(第二回研 究会)、「母語喪失 を語 るた めの基礎 知識 」(第
三回 ワー クシ ョップ)、「日本 にお ける母 語 ・継 承語 教育一その実態 と可能性 の
追 求一」(第四回大会)、「聾 ・難聴児 教育 を考 えるた めの基礎 知識 一聾 ・難聴 児
の言語 力」(第5回 研 究会)と な ります。この中で、第三回 と第 四回の発 表論 文
を中心 にま とめた ものが この創刊号 です。
そ もそ も 「母語 ・継 承語 ・バイ リンガル教育研究会 」を立ち上げ る契機 とな
ったのは、 日本語教 育学 会春季 大会(2003年5月25日)で 行われたパ ネル デ
ィスカ ッシ ョン 「も う一つの年少者 目本語教 育一継承語教 育の課題 」で した。
開催後 、パネルに参加 した メンバーがそれ ぞれ の熱 い思 いを捨 てきれず 、カ を
結集 させて立 ち上げたのが この研 究会 です。8月8日 夜 、桜美林大学大 学院 で
多数 の参加 者 を得 て立ち上げの会 を開 きま したが、 そこで確認 し合 った会 の 目
的 と対 象領 域は次の とお りです。バイ リンガル(多 言語教育 を含む)を 必要 と
す る年 少者 、特にマイ ノ リテ ィー言語 を母語 とす る児童生徒 の言語教育 の研究
の活性 化、実践活動の質 の向上、情報 の収集 と交換 を 目的 とし、焦点 を当てる
領域 と しては 当面、①先 住、定住、新来児童生徒 の母語 ・継承語教育 、② 日本
人 ・日系児 童生徒 の継承 語 としての 日本語教育 、③聾児 のためのバイ リンガル
教育 、④海 外 ・帰国、国際学校 児童生徒 、各種イマー ジ ョン教育 の4つ です。
とい うわけで、会の原 点にあ るのはパネルデ ィスカ ッシ ョンであ り、そ の概要
を 『プ レ創 刊号』 と して 当研 究会のホー ムペー ジに載せて あ ります。 この創刊
号の前 身に当たる ものです。
以上 いず れの領 域を見て も既 存の言語教育 関係の学会で は、継子扱い され が
ちな ものばか りです。私 たちの研 究会 は新 しい流れ を作 るべ く、さ さや かな努
力 を始 めた ところです。 今後国内外 の母語 ・継承語教育、バイ リンガル教育研
究に 関わ る諸団体 と交流 を深 めなが ら、人類 の言語資源 を守 り、母語習得の重
要性 を訴 え る諸活動 を続 けて行 きたい と思っています。
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ご存知のように、研究活動を一冊にまとめて発刊、世に間 うとい う作業には、
多大のエネルギーと時間、複数の人間の献身的な努力が必要です。創刊号も例





五回研 究会の企画、開催校 を務める傍 ら、デザイン、構成、編集その他発刊に
関するすべての労をとってくださいま した。それを財政面も含めてあらゆる面
でサポー トしてくださったのが、MHB研究会事務局を支えてくださっている佐々
木倫子氏です。お二人の多大のご尽力に対 して、会を代表 して心か ら感謝の意
を表 したいと思います。
「母語 ・継 承語 ・バイ リンガル教育研 究会 」代表
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